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昨年 9月 911以 来、九ヶ月ぶ りに [近 況 |を お届け します
`

2010年 代以来、近代 日本史、戦後 |― 1本 史を読み解きながら新左翼総

体のとらえ返 しに取 り組んでい よしたが、次から次に見逃せない著書に‖|

会い、学習 した うえで
「
近況」を伝えたいと9ヶ 月の間があきよした

更にここに来て 600ぺ ‐一ジを超える貴重な大冊が送られてきて、日下

精読中だそ うです。 これについても、夏には次回の 「近況」で私見を述ベ

る予定 と言っています。

みなさまのご支援に私からも深く感謝中し Lげ ます。

先日5月 12日 の 「電話 |はいつ も通 レ)の 15分 きっかりで したが、

20万 円もした補聴器のおかげで会話は弾みました.これで補聴器、入れ

歯、老眼鏡を装着 したサイボーーグを自認 していましたが、接見が終わって

部屋を去る彼の背中は骨格がひとまわ り小さくなったように見受けられ ま

す。

今年の秋には会いに行きたいと思っていますが、他人事ではなく此方 も

ソロソロ無理がきかなくなっているので、せめて手紙をまめに書く気持ち

でいるところです。

2023年 5月 24日  島津カヨ

779-3133徳 島市入田町大久 200‐ ‐1  和光晴生
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